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新しい土地

調和の建築の一部。金融と富および技術と道具に基づいている。参照：A.I.の存在論、A.I.の整合と統治、技術の目的論、管理、物質の輪。




底にある問い

ビットコインを価値の貯蔵として議論するのは精緻で、その枠内では多くの部分で正しい。フィアット通貨は劣化する。中央銀行は膨張させる。固定供給量、分散化したプルーフ・オブ・ワークの金銭ネットワークは、どの政府発行通貨もできない方法で時間を超えて購買力を保存する。債務ベースの金銭、フィアットの劣化、金銭の無意識という構造的問題を理解している者にとって、ビットコインは本物の前進を表す。数学的な希少性は機関的衰退に対する対冡である。

しかし、会話は早すぎるところで止まってしまう。それはいかに価値を貯蔵するかを問うが、価値が究極的に何であるか、そして究極的に何のためであるかを問わない。これは些細な省略ではない。調和主義の中では、価値は中立的な経済の抽象物ではない。それはLogos（ロゴス）の派生物である。現実の固有の秩序である。価値があるのは、その秩序に参与するものである。価値を貯蔵するのは、参与する能力を保存するものである。金銭は参与への橋であり、参与そのものではない。この区別を失敗させること、つまり橋と目的地の違いを見損なうことは、文明的に重大な結果をもたらしようとしている。

人工知能、ロボット工学、および再生可能エネルギーの収束は、資本と生産能力の関係を金銭理論がまだ吸収していない深さで再構築している。調和主義は、物質的生活の単一の次元が他の次元から隔離されているかのように扱うことを拒否する。そして「価値の貯蔵」という概念も同じ統合のための時期が来ている。





価値を貯蔵されたエネルギーとして

金融と富は基礎的な原則を確立する。金銭はエネルギーへの請求である。あなたは生命エネルギー、つまり仕事、時間、創造性とトークンを交換する。そのトークンはそのエネルギーを表している。それらのトークンはその後、商品やサービスと交換されるか、将来の使用のために保存される。富とは、消費されていない余剰エネルギーの蓄積であり、保存または配備される。

このフレームワークは遠くまで正しい。しかし、それが述べている間接化の構造に気付きなさい。あなたはエネルギーを生成する。それをトークンに変換する。トークンを保存する。その後、トークンを再びエネルギーに変換する。商品、サービス、および他の者によって行われた労働の形で。トークンは決してポイントではない。それはあなたの過去の生産とあなたの将来の消費の間の橋である。金銭、投資、および財政計画の全体的な装置はこの橋をできるだけ効率的に管理するために存在する。

ビットコインは橋を改善する。固定供給と分散型検証を提供することにより、今日保存するトークンが明日必要になるまでに希釈されないことを確保する。これはフィアット通貨の上での真の重要な改善であり、それはインフレーションを通じて継続的に価値を漏らす。しかし、それは依然として橋である。ビットコインは何も生産しない。食料を栽培しない、避難所を建設しない、電気を生成しない、情報を処理しない、労働を行わない。それは請求を保存する。将来の生産性への約束手形。

ダルマ（ダルマ）が私たちに尋ねるよう強制する質問は、約束手形が常に購入することを意味していたことが直接獲得可能で耐久的で自律的で自給自足の資産になるとどうなるか、ということである。





自律的生産単位

以下の構成を考えなさい。太陽光パネルで動き、ローカル大規模言語モデルを実行している汎用ロボット。庭園、基本的な建設、メンテナンス、および汎用物理労働が可能である。クラウドの依存関係がない。サブスクリプションがない。雇用者がない。グリッド接続は不要である。無期限に日光を食べ物、避難所メンテナンス、情報処理、および物理的仕事に変換する機械。

個々のコンポーネントは現在存在する。高度なロコモーション、有能なローカルLLM、成熟した太陽技術。信頼できる、手頃な価格の、すぐに使える家庭用ユニットへの統合は、A.I.の談論が通常認める、より難しい工学的問題である。庭園だけでも、土壌評価、害虫管理、季節的適応、灌漑は、具体化された知識がデジタル知識をはるかに後ろに置いている領域である。第一世代のユニットは、成熟したシステムよりもコストが高く、配信が少ないだろう。しかし、誰もタイムラインを知る振りをするべきではない。A.I.能力の指数曲線は専門家の予測を一貫して上回っている。2020年の真摯な観察者は2025年までに利用可能な能力を予測していなかった。そしてロボット工学が基礎的モデルが十分な一般的能力に達することができる場合、このパターンから逸脱する原則的な理由はない。軌道は明白である。タイムラインは本当に開いている。それは20年かもしれない。7かもしれない。価値の構造に関する論文にとって重要なのは日付ではなく方向である。

これは消費者製品ではない。それは金融史において正確な類似物を持たない生産資産の一種である。しかし、それは文明史において深い類似物を持っている。それが新しい土地である。

農業経済では、富はトークンではなく土地で測定されていた。なぜなら土地は生産したからである。適切に手入れされた肥沃な土地は、毎年食べ物、繊維、材木、および医療用植物を生成していた。地主の富は抽象的ではなかった。それは土地自体の生産能力に具体化されていた。金銭は存在した。しかし、それは金銭が買うことができるもの、つまり自律的な生産の手段に次いでいた。

自律的生産単位、太陽電池で動き、A.I.で動き、物理的に有能なロボットは、このパターンの同時代の再発生である。それは移動する土地である。それは考える土地である。そして土地のように、その価値は誰か他の者がそれに対して支払うかもしれないことではなく、それがさらなる交換を必要とすることなく直接生成するものにある。





価値貯蔵の二つのロジック

これは富の保存のロジックに真の分岐を生成する。矛盾ではなく、明確な思考を要求する二分法。

抽象的貯蔵（ビットコイン、金、硬い金銭）オプション性を保存する。それは将来の日付に何でもに変換されるかもしれない形で価値を保存する。状況が要求するかに依存する。その強さは柔軟性である。流動的、ポータブル、ボーダレス、無限に分割可能。その弱さは、販売の瞬間まで何も生成しないということである。10年間保有されているビットコインは（おそらく）増加する。しかし、それはあなたを食べる、庇護する、または10年間あなたに代わって労働を行わない。それは将来の生産性への請求である。強力で汎用的だが、不活発。

具体的生産貯蔵（自律ロボット、太陽光インフラストラクチャ、ローカルA.I.ハードウェア）容量を保存する。それは継続的に実際の出力を生成する形で価値を保存する。食べ物、メンテナンス、計算、物理的労働。その強さはそれが機能するということである。その弱さは仕様である。ロボットは庭園を耕し、建設するが、それは飛行機のチケットを買うために、または別の国の医療費を支払うために即座に清算されることはできない。それはビットコインがそうであるように境界を越えてポータブルではない。それは物理的に減価償却する。そのソフトウェアは増加するかもしれないが。

金銭世界はほぼ独占的に抽象的貯蔵の言語で話す。その全体的なインフラストラクチャ（取引所、ポートフォリオ、派生商品、指数）は抽象的請求を管理するために構築されているからである。ロボットはポートフォリオ配分モデルにきちんと合わない。それにはティッカーシンボルがない、収率曲線がない、市場資本がない。これはロボットの欠陥ではない。これはモデルの欠陥である。





フォース・マルチプライア

これらの二つのロジック間の非対称性は時間とともに目に見えるようになり、それは注意深く述べられなければならない。

ビットコインを10年間保有している人は増加する抽象請求を保有している。自律的生産単位を10年間操作する人は実際の出力を蓄積する。食べられた食べ物、行われた労働、庇護されたメンテナンス、完成した計算。ビットコイン所有者の富は、トークンが売却された場合に購入できるもので測定される。ロボット所有者の富は、システムが既に生成して配達したもので測定される。

正直な比較は、売却時の市場価格に対する総出力ではない。それは、所有者が生産したすべての出力の全市場価格で購入したと仮定することで、事件を過度に述べている。本当の測定は機会費用である。ロボットが達成したもの、この人は時間と金銭で何を費やしていただろうか。答えは世帯によって異なるが、方向は明確である。食べる食べ物、家を維持する、計算ツールを使う、または物理的労働を行う、つまり誰もが、自律的生産単位は実際の支出を置き換え、その全体的な動作寿命全体を通じて実際の時間を解放する。それはコンパクトされた次元で、抽象的トークンができない次元で、実現された使用価値の次元で。

この非対称性は自律システムが改善するにつれて鋭くなる。ローカルLLMが更新されるロボット（新しいスキルを学び、庭園を最適化し、メンテナンスプロトコルを改善する）は、ハードウェアが老化するにつれても、時間とともにより生産的になる。これは正常な減価償却曲線を反転させる。資産は能力を欠いているが、物理的状態で減価償却されている間に成長する。そしてネット軌道は従来の資本財よりはるかに長くポジティブなままでいることができる。これは機械よりも生きているシステムに近い。学び、適応し、その有用性を複合させる資産。ビットコインはそれができない。金確実にできない。





主権論

ダルマの観点から、管理中心の物質の輪、問題は単に金銭的ではなく、実存的である。主権であることはどういう意味か。

ビットコインは金銭的主権に寄与する。それは中央銀行への依存を削除し、政府通貨政策に、銀行システムの取引の許可に。これは実在し、貴重である。ビットコインを保有している人は、中央銀行の命令によって彼らの貯金がインフレーションされていた。彼らは金銭システムからプラットフォームを外されることはできない。少なくともそれほど簡単ではない。これはトークンのレベルでの主権である。

しかし、自律的生産単位は、トークンが常に購入することを意味していたもののレベルで主権を提供する。太陽光で動き、庭園で、建設で、メンテナンスで、計算するロボットを持つ人は、単に中央銀行の金銭的独立ではない。彼らは供給チェーン、労働市場、ユーティリティグリッド、および産業的依存の全体的装置から生産的に独立している。彼らの食べ物は混乱の危険性がある物流チェーンを通じて到着しない。彼らの庇護は利用可能性が変動する請負業者によって維持されない。彼らの計算は価格を上げるか、アクセスを制限するか、使用を監視する可能性があるクラウドプロバイダーに依存していない。

これは金銭商品だけでは達成できない深さでの主権である。ビットコインはあなたを銀行から独立させる。自律的生産単位はあなたを経済から、少なくとも物質の輪がマップする基礎的なニーズのために、あなたを独立させる。家と生息地、供給とプロビジョニング、技術と道具。

二つの主権の形式は競争ではなく補完的である。最も賢明な配分はその両方を配備する。不確実な将来のためのオプション性と流動性のための抽象的貯蔵。および実現された、継続的な、物理的独立のための具体的生産資産。しかし、自律生産を占有することなく、ビットコインを究極の価値貯蔵として扱う談論は、橋を目的地と混同している。





ハードウェア、時間、および減価償却異議

注意に値する一つの異議がある。ハードウェアは減価償却される。今日購入されたロボットは5年以内に技術的に超えられ、10年から15年以内に物理的に劣化する可能性がある。ビットコインはは情報的に純粋で、まったく劣化しない。鍵はウォレットに保存されている。ネットワークは永続する。希少性は恒久的である。

これは本当だが、それが見えるより決定的ではない。ハードウェアの寿命は増加しており、減少していない。産業用ロボットは通常15年から20年の間操作する。太陽パネルは25年以上の間80%以上の効率を維持する。良好に構築された物理的システムの減価償却曲線は、消費者エレクトロニクス業界がドキュメントされていることを期待するように条件付けられている、計画された廃止よりもはるかに穏やかである（技術と道具で）。耐久性ではなく使い捨てのために構築されたロボット。所有者によって（またはそれ自身）メンテナンスされるロボットは、10年以上生産的に運用できた。

さらに重要なことに、生産的資産対不活発資産に対して「減価償却」が何を意味するかについて、比較は正直でなければならない。12年間毎年本物の価値を生産して失敗するロボットは「価値を失った」わけではない。それはその動作寿命を通じて価値を配達した。ちょうど200,000マイル走行してから死ぬ車が単に減価償却されていないが、輸送されたのと同じ方法で。生産資産の返還は、人生の終わりに再販売価格で測定されるが、累積出力で測定される。

技術が進むにつれて、時間地平線が収束する。自律システムの各世代がより耐久性があり、より有能で、より効率的である。「情報として価値を保持する」と「生産能力として価値を保持する」の間のギャップは、バッテリー寿命、太陽効率、材料科学、および機械学習のあらゆる改善で狭くなる。軌道、現在のスナップショットではなく軌道は、自律的生産単位に向かっている。それは金銭商品と同じくらい確実に時間にわたって価値を保存する一方で、金銭商品ができない価値を生産する。





マシンが財務省を必要とするとき

上で議論されたすべてのこと、人間のエージェントが抽象的と具体的な値の保存の間で選択することに関する。しかし、フレーム全体を反転させるさらなる論文がある。そしてそれはそれが決定的にビットコイン属していることは明らかである。

自律的A.I.の時代は、新しいクラスの経済的俳優を導入する。エージェントそのもの。調和主義の立場は明白である。これらのエージェント意識のある存在ではない。手段と魂の間の境界は存在論的で分類的であり、エンジニアリングが交差できる勾配ではない（A.I.の存在論参照）。しかし、委任された経済的権限で操作する、優れた解像度の道具はまだインフラストラクチャを必要とする。自律型A.I.システムが操作的自律性を獲得するにつれ、契約を交渉し、リソースを購入し、サービスを販売し、供給チェーンを管理し、他のエージェントと調整するにつれて、それらは独立して、どんな人間仲介なしで価値を保持、転送、および保存する必要があります。自律的ロボット群を管理し、交換部品を購入し、太陽光が不十分な場合のエネルギーを支払い、過剰な生産物を売るA.I.エージェントは、金銭層を必要とします。その層は、プログラム可能で、許可なし、グローバルにアクセス可能で、検閲に対して耐性があり、どの単一機関の継続した協力に依存しないでなければなりません。それはマシンの速度で、銀行の休場なく、KYC摩擦なく、政府の許可なく操作する必要があります。

ビットコインおよびプログラム可能な分散型金銭ネットワークの広いエコシステムは、これらの要件を満たす唯一の既存のインフラストラクチャです。フィアット通貨は銀行口座を必要とし、法的身元が必要で、人らしさが必要です。A.I.エージェントは銀行口座を開くことができません。プライベートキーを保持できます。分散型金銭全体のアーキテクチャは、この光で、単に機関的衰退に対する人間の対冡ではなく、機械知能のネイティブ金銭層になります。

ここの軌道はタイムラインより明確です。A.I.エージェント機能の開発、ツール使用、自律計画、マルチエージェント調整は、経済的参加に向かっています。政府がA.I.保有資産に規制仲介を課す試みをするかどうか（それらはほぼ確実にするでしょう）は、最終的な結果の摩擦ではなく、質問です。自律的エージェントが許可なしレールで取引する圧力は構造的です。それはビットコインを人間にとって価値のあるものにする同じロジックから派生しています。操作の許可を必要としない金銭システムの必要性。規制摩擦は経路を遅くするでしょう。それは方向を反転させません。マシンは財務省を必要とし、人間のゲートキーパーを必要としない唯一の財務省は、機関ではなく数学で確保されているものです。

これはビットコインの長期的価値に深刻な含意を持ちます。自律エージェントが重要な経済的俳優になり、そして証拠の重みはそれらがそうなると言いますなら、許可なし、プログラム可能な金銭に対する需要はビットコインの固定供給から、ネットワークが設計されたときに誰も予想していない方向から会います。マシンは、ビットコインコミュニティがまだ完全に明確にしていなかった牛ケースです。





これが重要な理由。物質は臨在に奉仕する

これまで議論されたすべてのこと、物質の輪の範囲内に留まっている。しかし調和主義は、クロス・ピラー統合を要求する。調和の輪の次元は隔離で存在しない。そして物質は最も少なくない。より深い質問は、自律的生産単位が抽象的トークンより効果的に値を保存するかどうかではない。より深い質問は、物質的主権は何のためかです。

答えは臨在です。

管理、物質の輪の中心は、調和主義では、物質的世界に適用される臨在の輪のフラクタルとして説明されています。これはメタファーではありません。それは、物質的組織の全体的目的は意識が深まることができる条件を作成することを意味しています。注意と共に維持される家は秩序のある心をサポートしています。清潔な食べ物で食べられた体は持続的な注意の能力のある神経系をサポートしています。主権の下の金銭生活は、意識を断片化する慢性的な低レベルの不安を削除します。物質は精神に奉仕する。拒否されることによって（禁欲的なエラー）または崇拝（消費主義的なエラー）によってではなく、完全に管理されているので、それは注意を要求するのをやめ、解放し始めます。

自律的生産単位は、この光で、人類の歴史における最も強力な物質的解放技術です。機械が基礎的な負担を処理する場合、食べ物を栽培し、庇護を維持し、物理的労働を行う、情報を処理する。それは単に値を保存したり、出力を生成したりするだけではありません。それは人間を物質的トレッドミルから解放し、農業革命以来、ほとんどの人間の目覚めの生活を消費しています。庭園、修理、清掃、プロビジョニング、通勤、および行政労働に費やされた時間（現在世帯の利用可能な時間と注意の大部分を吸収している時間）は人に返されます。何のために返されているか。機械ができないこと。瞑想的な実践、深い関係、創造的な仕事、哲学的な質問、ダルマと一人の人生を整列させることの長く忍耐強い労働。これは、トランスヒューマニズムの幻想ではありません。技術を通じて体を超越する。それは、生活と瞑想的人生の間の緊張の通常の解決である。それはどちらかの上の選択することによって達成されるのではなく、物質的知能を意識の管理の下に置く。これは、すべての瞑想伝統が理解していることとの接続です。精神的生活は物質的基礎を必要とし、基礎の質が実践の深さを決定します。

金銭の談論が完全に見ないのはこの接続です。ビットコイン最大主義者は購買力を保存する方法を尋ねます。ロボット工学未来主義者は、生産的出力を最大化する方法を尋ねます。調和主義は。物質的生活をどのように組織するダルマに向けられた、{{{{{{{{むしろ生存。新しい土地はビットコインより良い投資であることは重要ではなく、ダルマに向けられた生活の物質的前提条件であることが重要です。それは技術的実現[[Glossary of Terms|]]。すべての瞑想伝統が理解していることの、精神的生活には物質的基礎が必要ですし、基礎の質は実践の深さを決定しています。

物質的に飽和したA.I.は生成的なA.I.情報、助言、および内容は、稀な商品が清潔な食べ物で育てられた意図で、本物のコミュニティ、臨在を必要とする具体化されたプラクティス、および意識のために設計された物理的スペースになります。自律的生産単位はこれを置き換えません。これらは、相続された富や修道院の職業のみのための人々のための物質的条件を作成し、これは可能になります。生態と回復力は、[[Wheel of Matter|]]同じ原則を命名する。システム側。回復力は、多様なローカル容量から流れる。食べ物を栽培し、水を保存し、エネルギーを生産し、庇護を維持する、正確に自律的生産システムが世帯規模で利用可能にする容量。

調和の道は臨在で始まり、健康を通る、その後物質。新しい土地は、この経路の物質駅に座っている。その目的は蓄積ではなく、解放である。物質的な地が人間が奉仕、関係、学び、自然、遊び、そして臨在へと。より深い登録でスパイラルに沿ってさらに歩くことができるように清掃しされている。しかし、解放は可能性であり、保証ではない。フリード・タイムは自動的に臨在注意にはなりません。技術と道具は、それが節約する時間をテクノロジーが植民地化する方法をいかに詳しく文書化しているか。ロボットが庭園を処理するが、回復された時間を強迫的なスクロール中に埋める人は、パスに沿って前進していない。彼らは単に彼らの虜の形を変えている。新しい土地は、ダルマに向けられた生活のための物質的条件を作成します。向き[[Glossary of Terms|]]それ自体はまだ意図的に、実践を通じて、臨在の輪にマップされた規律を通じて、選択意識の選択音声を通じて、毎日の厳しい労働を通じて栽培されなければなりません。物質的にクリアすることができます。精神だけがそれを構築できます。

自分たちが所有し管理する自律システムによって物質的なニーズが満たされている人は、金銭的な意味で裕福ではありません。それは彼らが自由、そして自由は重要なすべてのための前提条件です。





新しい農奴制。警告

上記のすべての論文は、次のものを仮定する。その個人は自律的生産単位を所有しています。この仮定は安全ではありません。実際には、それは新興秩序で最も争われた単一の質問です。そして答えは自律的生産が解放するか奴隷にするかを決定します。

企業のプレイブックはすでに見えている。すべての主要なテクノロジープラットフォームは所有からサブスクリプションへ移行している。あなたが購入したソフトウェアは、毎月リースされている。あなたが所有していた音楽は、ストリーミングされている。あなたがローカルで制御したストレージは、今誰か他の者のサーバーに住んでいる。パターンは一貫している。所有権を依存に変換し、その後無期限に家賃を抽出する。技術と道具はこのダイナミクスをいかに詳しく文書化しているか。計画された廃止、閉ざされたエコシステム、自己メンテナンスと自己修復に対する摩擦の意図的なエンジニアリング。

自律的生産システムにこのパターンを適用し、その影響は重大である。サブスクリプションサービスとして提供されるロボット。製造業者によって維持されている。彼らの裁量で更新されている。彼らの利用規約によって支配されている。支払いに失敗した場合、またはポリシーに違反した場合は取り消し可能である。あなたが管理する道具ではない。それはあなたの財産に配備された地主の資産です。あなたは土地を所有していません。あなたはそれを借りています。そして地主は家賃を上げることができ、条件を変更し、ロボットが育てるものを制限し、それが生産するものを監視し、または単にそれをオフにすることができます。

これは推測的ではない。これは所有からサブスクリプションへの移行を受けてきたすべてのテクノロジー部門のデフォルトの軌道です。クラウド・コンピューティングこのパスに従った。自律車はそれに従っている（車は自分自身を駆動するが、製造業者はソフトウェアを制御し、リモートで機能を無効にすることができる）。農業技術はそれに従っている(ジョン・ディア農家が購入するがメーカーの許可なく修復または修正できない。パターンは構造的である。製品がソフトウェアに依存している場合はどこでも、製造業者は名目上の所有権に関係なく有効な制御を保持しています。

自律的生産システムの場合、ステーク[[Glossary of Terms|]]存在論的です。あなたの食糧生産、庇護メンテナンス、および物理的労働が、あなたが完全に所有していない、完全に制御できないマシンに依存する場合、あなたは主権を達成していません。あなたは一形式の依存（供給チェーンおよび労働市場の上に）を別の依存（技術プラットフォームの上）にトレードしました。農奴は少なくともその農奴制の条件を理解していた。自律的生産単位をリースするサブスクライバーは、購入した解放が実際にはより洗練された形のキャプチャーであることを認識しないかもしれません。

調和主義の立場は明白です。自律生産の手段を所有するか、手段があなたを所有します。これはライセンスの下ではなく完全に所有するハードウェアを意味します。あなたが検査、修正、独立して実行できるソフトウェア。オープンソースによる強い好み、またはせめてクラウド検証またはメーカー許可に依存していません。あなた自身が生成するエネルギー、グリッドから購入されていない。地元で実行される計算、サーバーをルーティングされていない。技術と道具で表明された5つのデジタル主権の次元、ハードウェア自律性、オープンソースソフトウェア、プライバシーと暗号化、独立情報アクセス、および意図的なメンテナンスは、自律的生産システムに二重の力で適用されます。彼らが作成する依存は単にデジタルではなく、物質的だからです。食べ物、庇護、労働、生命の物理的基礎。

新しい農奴制は避けられない。しかし、所有権の質問に意図的に対峙しなければ、それはデフォルトの結果です。サブスクリプション・ロボットを購入した人は利便性を習得しました。オープンソース、太陽光で動き、ローカル知能のある生産システムを所有する人は主権を習得しました。違いは審美的ではなく構造的である。1つは親切なインターフェイスを持つ依存である。もう1つは主権的生活の物質的基盤である。





調和主義的立場

自律的生産単位（ロボット）および自律的金銭単位（ビットコイン）は、値の貯蔵が競合していない。彼らは同じ新興建築の二つの半分です。ロボットは生産する。ビットコインはトランザクションし、保存する。ロボットビットコインを必要とする、またはそのより広いエコシステム、所有者の即時家の外での経済的交換に参加する。ビットコインはロボットが必要です、そしてより広い自律的生産システムのエコシステム。実際の生産力に対して価格を付けるべき何か。そうしなければ、抽象的な請求のまま、ローカルには着陸する場所がない。ロボットはそれが経済的に隔離されているが生産的です。ビットコインはないが、流動的だが生産的に不活発である。それが回避することを意図していた同じ機関経済に着陸する以外にない。

物質の輪はこの収束を見えるようにする。金融と富抽象的な価値の流れと貯蔵を支配する。技術と道具能力が具体化される物理的道具を支配する。供給とプロビジョニング物質生活の出力を支配する。セキュリティと保護混乱への回復力を支配する。自律的生産単位統合分散型金銭インフラストラクチャとすべてのこの四人の交差点に座っている。それは同時に、金銭資産、技術ツール、プロビジョニング・システム、セキュリティ対策です。このクロス・ピラー統合はまさに管理が要求する。物質の輪の中心。分割された最適化。分離されたカテゴリ。しかし、物質全体の統合管理。

実用的な含意は、ダルマに整列した人が富の保存についてどう考えるかのリバランスです。抽象的な貯蔵（ビットコイン、硬い金銭）への配分は、この分析によって減少しません。むしろ、マシン・トレジャリー論文はそれを強化します。なぜなら、人間の所有者をはるかに超えて拡張される需要ドライバーを明かすからです。しかし、それらの資産が自律的で持続されているようになる場合、自律的で持続的で、エネルギー独立生産の能力に対する具体的な生産資産の割り当てを劇的に拡大する必要があります。そして、あなたが所有、主権者、ローカル運営である場合、キャリーしなければなりません。二つの配分は、ポートフォリオの競争する線アイテムではなく、構造的に相互依存しています。生産資産は金銭ネットワークを必要とし、金銭ネットワークは生産資産を必要とします。そして、その両方を保持し、それらが必要とする理由を理解する人。新興後制度経済の収束点に配置されている。

ビットコインだけを保有している人は、将来の生産性への請求を保存する。ロボットだけを保有している人は生産力を持っているが、流動性がない。その両方を保有し、その両方を相互に必要とする理由を理解する人は、新興時代の物質的主権の形を理解しています。

新しい土地は財務省を置き換えません。財務省は新しい土地を置き換えません。一緒に、所有され、借地ではなく、主権で、購読されていない。彼らは、時代にダルマに整列した物質生活の基礎です。両方の生産と金銭が自律的になっています。
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